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資料１ あわら市災害対策本部体制 

 

 

災害対策本部 

・ 本部長（市長） 

・ 副本部長（副市長） 

・ 本部員（教育長、各部（局）

長、理事） 

 

 

事務局 

総務部 

・ 総括班 

 

 

 

 

 

 

総務部 調整部 福祉部  経済部 建設部 教育部 

・ 総括班 

・ 広報班 

・ 管理班 

・ 財務班 

・ 調査班 

・ 住民班 

・ 福祉班 

・ 医療救護

班 

・ 生活物資

班 

・ 産業班 

・ 土木班 

・ 住宅班 

・ 上水道班 

・ 下水道班 

・ 避難所班 

・ 教育班 

・ 給食班 

 

 

 



資料２ 避難所運営委員会運営規約（案） 

 

避難所運営委員会運営規約（案） 

  

 （目的）  

第１条 自主的で円滑な避難所の運営が行われることを目的として、避難所運営委員会（以

下「委員会」という。）を設置する。 

 （構成員）  

第２条 委員会の構成員は、次のとおりとする。  

(1) 避難者で編成する「（避難者）組」の代表者  

(2) 市担当者  

(3) 施設管理者  

(4) 避難所で具体的な業務を運営する班の代表者  

２ 前項の規定にかかわらず、（避難者）組の代表者数が多い場合には、互選により委員会

への出席者を選ぶことができる。  

３ 委員会で承認されたときは、市、自治会などの役員や継続的に活動するボランティア団

体のリーダーは、委員会に出席し意見を述べることができる。 

 （廃止）  

第３条 委員会は、電気、水道などライフラインの復旧時を目処とする避難所閉鎖の日に、

廃止する。 

 （任務）  

第４条 委員会は、避難所の運営に必要な事項を協議する。  

２ 委員会は、毎日、午前    時と午後    時に定例会議を行うこととする。  

３ 委員会は、具体的な業務を執行するために、避難者で編成する総務班、名簿班、食料班、

物資班、救護班、衛生班、連絡・広報班、女性班（委員会に 2 名以上の女性が選出されな

い場合等に限る。）、その他必要となる班を設置する。  

４ 各運営班の班長は、第２条１項に基づき、委員会に出席する。 

 （役員）  

第５条 委員会に、委員の互選による会長１名、副会長   名を置く。  

２ 会長は委員会の業務を総括し、副会長は会長を補佐する。 

 （総務班の業務）  

第６条 総務班は、主として災害対策本部との連絡、避難所の管理、ボランティアの受入れ、

マスコミ対応に関することを行う。  

２ 総務班は、避難所内の秩序維持に努める。  

３ 総務班は、避難所の消灯を午後   時に行う。ただし、体育館などは照明を落とすだけと

し、廊下、職員室など管理のために必要な部屋は消灯しない。  

４ 総務班は、避難者の退所状況などを踏まえ、避難部屋の移動を定期的に行う。  

５ 総務班は、委員会の事務局を勤める。 

 （名簿班の業務）  



第７条 名簿班は、避難者の名簿の作成、管理に関することなどを行う。  

２ 名簿は、避難者の世帯ごとに作成する。  

３ 名簿班は、近隣の在宅被災者についても把握に努める。 

 （食料班の業務）  

第８条 食料班は、避難所の救援食料の配給に関することを行う。  

２ 食料班は、公平性の確保に最大限配慮して配給を行う。ただし、どうしても配給する場

合は、委員会の理解と協力を得てから行う。  

３ 食料は、（避難者）組ごとに配付する。  

４ 食料班は、避難者以外の近隣の在宅被災者にも等しく食料を配給する。 

 （物資班の業務）  

第９条 物資班は、避難所の物資の配給に関することを行う。  

２ 物資班は、公平性の確保に最大限配慮して配給を行う。ただし、どうしても配給する場

合は、委員会の理解と協力を得てから行うこととし、特別なニーズがある物資についてな

ど特別な要望については個別に対処する。  

３ 物資班は、避難者以外の近隣の在宅被災者にも等しく物資を配給する。  

４ 物資班は、不要な救援物資が到着した時は、受領を拒否する。 

 （救護班の業務）  

第 10条 救護班は、高齢者、障害者など特別なニーズのある被災者への支援を行う。  

２ 救護班は、避難所内の子どもの保育、活動の支援を行う。  

 （衛生班の業務） 

第 11条 衛生班は、トイレ、ごみ、防疫、ペットに関することなどを行う。  

２ 衛生班は、毎日、午前   時、午後   時及び午後   時にトイレを清掃する。 

３ 犬、猫など動物類は、室内以外の別の場所で管理していただく。 

 （連絡・広報班の業務）  

第 12条 連絡・広報班は、電話の問い合わせや避難者の呼び出しに関することなどを行う。  

２ 連絡・広報班は、午前   時から午後   時まで電話の受信を行い、伝言を聞く。  

３ 連絡・広報班は、午後   時まで、放送で電話のあった方の呼び出しを行い、伝言を連絡

する。  

４ 連絡・広報班は、災害対策本部などと連携して、生活情報を広報する。  

５ 連絡・広報班は、委員会の決定事項を避難者に伝達する。  

 （女性班の業務） 

第 12条 女性班は、女性をもって構成し、特に女性及び障がい者、子ども（乳幼児及びその

親を含む。）、高齢者等の要配慮者の避難者に対して意見収集や避難所生活の観察を行い、

必要なきめ細かい避難者ニーズについて調査し、避難所の運営に助言及び意見する。 

２ 女性班は、避難所運営委員会に 2 名以上の女性が選出されない場合に限り、又は「（避

難者）組」の代表者等から選出を要請される場合に限り配置する。 

 （その他）  

第 13条 この規約にないことは、そのつど、委員会で協議して決める。 

 

   附 則  



 この規約は、  年  月  日から施行する。  



資料３ 避難所における共通理解ルール 

避難所における共通理解ルール   

この避難所の共通理解ルールは次のとおりです。  

避難する方は、守るよう心がけて下さい。  

                           災害対策本部 

１ この避難所は、地域の防災拠点です。  

２ この避難所の運営に必要な事項を協議するため、施設の管理者、避難者などの代表から

なる避難所運営委員会（以下「委員会」という。）を組織します。  

(1) 委員会は、毎日午前   時と午後   時に定例会議を行うことにします。  

(2) 委員会の運営組織として、総務、名簿、食料、物資、救護、衛生、連絡・広報の運営

班を避難者で編成します。  

３ 避難所は、電気、水道などライフラインが復旧する頃を目処に閉鎖します。  

４ 避難者は、家族単位で登録する必要があります。  

(1) 避難所を退所する時は、委員会に転居先を連絡して下さい。  

(2) 犬、猫など動物類を室内に入れることは禁止します。  

５ 職員室、保健室、調理室など施設管理や避難者全員のために必要となる部屋又は危険な

部屋には、避難できません。  

(1) 避難所では、利用する部屋の移動を定期的に行います。  

６ 食料、物資は、原則として全員に配給できるまでは配給をしません。  

(1) 食料、生活物資は避難者の組ごとに配給します。  

(2) 特別な事情の場合は、委員会の理解と協力を得てから行います。  

(3) 配給は、避難所以外の近隣の人にも等しく行います。  

(4) ミルク・おむつなど特別な要望は、別に対処します。  

７ 消灯は、夜   時です。  

(1) 廊下は点灯したままとし、体育館などは照明を落とします。  

(2) 職員室など管理に必要な部屋は、盗難などの防止のため点灯したままとします。 

８ 放送は、夜   時で終了します。  

９ 電話は、午前   時から夜   時まで、受信のみを行います。  

(1) 放送により呼び出しを行い、伝言を連絡します。  

(2) 公衆電話は、緊急用とします。  

10 トイレの清掃は、朝   時、午後   時、午後   時に、避難者が交替で行うことにしま

す。  

(1) 清掃する時間帯は、放送します。  

(2) 水洗トイレは、大便のみバケツの水で流して下さい。  

11 飲酒・喫煙は、所定の場所以外では禁止します。なお、裸火の使用は厳禁とします。 

 

 避難者のみなさんは、当番などを通じて自主的に避難所運営に参加して下さい。  
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